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NO MORE HIBAKUSHA





NO MORE MINAMATA








福島原発事故に


ミナマタの教訓をどう生かすか








福島原発事故による放射性物質の放出は、政府と電力会社が一体として推進してきた原発政策を根本から問い直すものとなっています。


地域住民や原発労働者の安全対策は十分か。野菜や魚の摂取規制はどうあるべきか。風評被害を含む損害に対し誰がいかなる責任を負うべきか。


国とチッソが一体として引き起こした水俣病を経験した私たちは、福島の原発事故に対し、どのように教訓を生かすことができるのでしょうか。


水俣病や原爆症と向き合ってきた学者や医師、マスコミ関係者と一緒に考えましょう。





● 原田 正純 氏（元熊本学園大学教授）


　「ミナマタの教訓を福島にどう生かすか」


● 矢ヶ﨑克馬 氏（琉球大学名誉教授）


　「放射線の内部被曝は軽視できない」


● 牟田 喜雄 氏（平和クリニック院長）


　「被爆者健康調査プロジェクト04で明らかになったこと」


● 高岡　 滋 氏（神経内科リハビリテーション


協立クリニック院長）


　「メチル水銀の長期微量汚染による健康被害について」


● 山口 和也 氏（熊本日日新聞論説委員・


編集委員）


　「フクシマとミナマタをつなぐもの」





報　告　者





２０１１（平成２３）年


７月２日（土）


１４：００～１７：００


（開場１３：３０）





会　場





熊本学園大学


４２７号教室（４号館２階）


　※駐車場はご利用になれませんので、


ご注意ください。





日　時





お問い合わせ





たんぽぽ法律事務所


電　話　０９６－３５２－２５２３





主催／原爆症認定訴訟熊本弁護団　共催／水俣病不知火患者会、ノーモア・ミナマタ訴訟弁護団





参加


無料








